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2024年4⽉25⽇付け評価にて、 MSCI 最⾼評価 『AAA』 継続獲得
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環境マテリアリティ

ダブル・マテリアリティによる分析を採⽤

定性領域

 2021年度 重要事項である環境のマテリアリティを初回設定
 統合報告書『ニフコレポート』（現サステナビリティWeb）にて公開
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地球温暖化への取り組み
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基本的な考え⽅
ニフコは事業活動によって⽣じるCO2排出量の低減に向けた地道
な活動とイノベーションを通して、環境配慮型製品を社会に提供し
ていくことが、ニフコが⽬指す持続可能な社会への貢献であり、成⻑
戦略と考えています。

ニフコが⽬指すこと
• エネルギー使⽤の合理化（ロス・ムダ削減）
• 再⽣可能エネルギー等の利⽤促進
• 地球環境に配慮した新製品・⽣産技術開発



All Rights Reserved. Copyright © 2018. Nifco Inc.

2023年度CO2排出量（Scope1,2）
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 2050年カーボンニュートラル達成を宣⾔
 CO2排出量のうちScope2 (電⼒) が⼤半を占めるため、再エネ等の導⼊率UPや、
今後電⼒プランの変更等を検討
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再⽣可能エネルギーの利⽤促進
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 太陽光発電機の導⼊を促進し、再⽣可能なエネルギーを創出
• 2024年度には本社にも導⼊し、本格始動
• 全体消費電⼒のうち1.4％を占める

 FIT⾮化⽯証書によるオフセット【2030年度を⽬途にフィジカル電源に移⾏】
• 2023年度はCO2排出量 Scope2 19,873.48トンのうち402トンを実質的に削減

再⽣可能エネルギー発電量

各拠点の発電量（多い順）
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エネルギー使⽤の合理化（ロス・ムダ削減）
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 「エネルギーの使⽤の合理化等に関する法律」に基づく「事業者クラス分け評価制度」に
おいて、９年連続で省エネ優良事業者（Ｓクラス）を取得

 原単位は、エネルギー使⽤量を⼯場やオフィス等で決められた数値にて除算
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Scope3 サプライチェーンへの取り組み
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 サステナビリティ調達⽅針・調達ガイドラインをサプライヤー各社へ発信、多くの賛同
 Scope3削減の取組みへの協働に向けて基盤作りを実施

■サステナビリティ調達⽅針 及び サステナビリティ調達ガイドライン
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Scope3 サプライチェーンへの取り組み
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 ⾃主的な環境課題への取り組みを促進するため、学習ツールを試験的に無償提供

■短い動画で環境問題を学べる学習ツール

https://pivotta-sustain.spool.co.jp/

※動画例

当社

サプライチェーン全体での環境意識の醸成

サプライヤーの皆様

ID︓aaa@sample.com
PASS︓password1111

ID︓bbb@sample.com
PASS︓password2222

ID︓ccc@sample.com
PASS︓password3333

■アカウントの無償提供

環境課題への意⾒集約環境知識の底上げ

【期待する効果】
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循環型社会への貢献
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基本的な考え⽅
ニフコは、資源を有効的に繰り返し使う循環型社会の実現に貢献
するために、Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle
（リサイクル）の3Rを実⾏します。

ニフコが⽬指すこと
• プラスチック廃棄物の発⽣抑制
• プラスチック廃棄物の循環活⽤
• 資源の循環的な利⽤⽅法の確⽴
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資源保護および廃棄物の有効利⽤
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■リサイクル材を使⽤した
アパレルウェア向け機能部品

コードロック/コードフック

 再利⽤しやすい有価物の⽐率を増加させていく⽅向性
 開発、設計段階︓環境に配慮した製品開発や顧客への提案を実施
 製造段階︓製造時に発⽣するプラスチック廃棄物を削減
 外部連携︓経済産業省、環境省が担う、サーキュラーエコノミーに関する産官学の

パートナーシップ加盟、SusPla（Sustainable Plastics Initiative）への加盟
⾃動⾞部品⼯業会との連携により業界でサーキュラーエコノミーの促進
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⾃動⾞リサイクルの現状と課題について（⽬的）

（出典）環境省 自動車向け再生プラスチック市場構築のための 産官学コンソーシアム（第1回） 資料２より再編集

【⽇本へのインパクト】
設計/製造共通化や⼀括購買等により、
再⽣材使⽤は欧州向け以外の⾃動⾞も
含めてサプライチェーン全体での対応が
不可避

 欧州が先⾏する規制の動き︓⾃動⾞の再⽣プラスチック最低含有率の義務化等が盛り込
まれたELV（廃⾃動⾞）規則案が提案され、⽇本の⾃動⾞産業への影響が懸念。
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国内プラスチックのマテリアルフローイメージ（概算:参考）

（出典）環境省 自動車向け再生プラスチック市場構築のための 産官学コンソーシアム（第1回） 資料２より

着⽬
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資源循環領域︓X to CARへの取組み全体像

静脈産業静脈産業

動脈産業

 今後不⾜が懸念されるプラ廃棄物確保のため、動静脈連携による活動を早期に推進
 動静脈企業連携の確⽴ 【2024年10⽉より座組に参画】

①

②

リサイクルプロセス
のデジタル化

（デジタルパスポート）

③

①

出典︓iCEP PLASTICS HPより引⽤し⼀部追加 https://icep-plastics.rcs-dx.jp/case/71/
iCEP PLASTICS®は資源循環システムズ社の登録商標
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iCEP PLASTICS︓X to Car実証の概要
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・配合シミュレータ
・品質制御
・トレーサビリティ

⼤栄環境 ⼋⽊熊廃プラ

ソーティング
洗浄

洗浄
コンパウンド

グレードA

グレードB

グレードC

ニフコ 部品

部品製造
品質評価
競争領域

協調領域SusPla SPC認証活⽤

資源循環システムズ

BIPROGY
UNIADEX

⾃動⾞以外
由来の再⽣
材グレードの
開発

⾃動⾞以外由来の
再⽣材を配合した
部品開発・設計・製造の確⽴

 ⽬標︓⾃動⾞由来以外のプラスチック廃棄物を⾃動⾞部品⽤途の再⽣プラスチックとして改
質技術開発及び活⽤ 【2025年4⽉〜開始予定】

iCEP PLASTICS®は資源循環システムズ社の登録商標



All Rights Reserved. Copyright © 2018. Nifco Inc. 21

【アジェンダ】

1. サステナビリティ関連外部評価
2. 環境関連活動

- マテリアリティ
- 地球温暖化への取り組み
- 循環型社会への貢献
- 地球環境に配慮した製品開発



All Rights Reserved. Copyright © 2018. Nifco Inc.

地球環境に配慮した製品開発（１）ABSアクチュエーターブラケット樹脂化
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 ⾞体軽量化によって燃費向上とCO2排出量削減に貢献
 ABSアクチュエーターの⾦属ブラケットを、⽇本で初めて樹脂化

• 従来の⾦属製を樹脂化したことにより、質量を６割削減
• 樹脂インジェクションの形状⾃由度を活かし、機能を統廃合したことにより、部品点数を４割削減
• ボルトによる組⽴て点数削減により、⾃動⾞組⽴て作業の効率化に貢献

2022年07⽉01⽇プレスリリース済

TOYOTA bz4x
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地球環境に配慮した製品開発（２）⽣分解性プラスチックファスナー
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 バイオプラスチックのうち、⽣物由来で分解する「⽣分解性プラスチックファスナー」を開発
地⾯に落ちた際にも⽔とCO2に分解され⾃然に還るため環境負荷が低い

 オフロードバギー『LEXUS ROV』は、使⽤するパーツを厳選、環境負荷を減らすため、
マテリアルリサイクルなど様々なチャレンジを実施しており、ニフコも実証実験に参加

バイオマス
プラスチック

⽣分解性
プラスチック

・⽣物由来
・分解しない

・⽯油由来
・分解する

・⽣物由来
・分解する

⽔とCO2に分解され⾃然に還る
『⽣分解性プラスチックファスナー』

バイオプラスチック
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地球環境に配慮した製品開発（２）⽣分解性プラスチックファスナー
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 ⽣分解性プラスチックを使⽤したファスナーが、2025年⼤阪・関⻄万博の株式会社⽵中⼯
務店 「森になる建築」に登場

 本製品は、⽣産時のCO2排出量削減および、使⽤後は⽔と⼆酸化炭素に分解され、⾃
然に還るため、環境負荷低減に貢献

⽣分解性プラスチックファスナー
（ブラッシュクリップ）

「森になる建築」の完成イメージ（⽵中⼯務店提供）
※現時点の想定であり、今後の技術開発等により変更する可能性があります。

2024年10⽉28⽇プレスリリース済
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地球環境に配慮した製品開発（３）
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 シモンズでは、環境省から処理困難物に指定されているポケットコイルマットレスの100％再
資源化に取り組み

 主⼒商品であるマットレスやフレームの原材料として、リサイクル繊維・ペットボトル再⽣繊維
等を積極的に採⽤
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